
フォント削除スクリプトの利用方法

このスクリプト（ソフトウェア）は、ご利用のMORISAWA Font をすべて削除するソフトです。
各フォント製品の「アンインストール」機能で正常にフォント削除が完了しない場合にご利用ください。

スクリプトの種類（２種類）
・MORISAWA-AllClean.bat（WindowsOS 7 以上）
・MORISAWA-AllClean.command（MacOS X 10.4 以上）

【使用上の注意】
①フォントを削除する場合は、OS起動直後に実行してください。
　OS起動直後フォント削除ができない場合は、OSを起動して約10分間放置（何も操作しない状態）後に
　再度スクリプトを実行してください。

②必ず管理者権限（Administrator）でログインして作業を行ってください。

③「Fontdelete_script2023_10.zip」を解凍していただき、フォルダ内に各OS毎のスクリプトが用意されて
　います。下記手順にて各OSのスクリプトを実行してください。

スクリプトの種類

スクリプト実行手順（WindowsOS版）

１）[Fontdelete_script2023_10] 内のWin フォルダを開き、
フォルダ内の “MORISAWA-AllClean.bat”を右ボタンで
選択後、「管理者として実行 (A)」を選択してください。

２）コマンドプロンプト起動後に [y]と入力をして [Enter]キー
を押下してください。

３）再度 [y] と入力して [Enter] キーを押下すると、「処理が終了しました」と表示します。
　「続行するには何かキーを押してください ...」と表示するため、[Enter] キーを押下して手動で
　 PCを再起動してください。

※PCの再起動後にフォントが削除されているか確認してください。
　Mフォントスターターを起動して、フォント名が赤色でない場合は正常に削除できています。
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スクリプト実行手順（MacOS版）

１）“MORISAWA-AllClean.command” を control ＋
クリックで選択後、「開く」を選択してください。

【エラーが発生した場合の対処法】　

.command ファイルのアクセス権変更が必要なため、ターミナル
等にて [MORISAWA-AllClean.command] の実行アクセス権を
変更してください。

　例）　chmod 764 MORISAWA-AllClean.command

２）下記の画面が表示した場合は、「開く」をクリックして
ください。

３）ターミナル起動後に [y] と入力をして [Enter] キーを押下してください。
　 しばらくするとPasswordを要求してきますので、PCのパスワードを入力して[Enter]キー
を押下してください。

4）下記の画面が表示されたら、[y] と入力をして再度 [Enter] キーを押下してください。
　 しばらくすると、フォントの削除が完了になります。
　 PCを再起動して、[Macintosh HD]‒[ ライブラリ ]‒[Fonts] フォルダ内のMORISAWA PASSPORT
フォントが削除されているかご確認ください。

▲アクセス権のエラーの画面
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⚠ はじめに
Macフォルダ内の “MORISAWA-AllClean.
command”をMacintosh HD＞ユーザー＞ホーム
アイコン（ユーザー名）へ移動してください。




